
学学 びび

体体 験験 交交 流流 遊遊 びび

育
児
休
業
等
代
替
職
員
の

登
録
試
験
の
お
知
ら
せ

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

夏
休
み
指
導
員
募
集

と
も
に
生
き

み
ん
な
で
支
え
あ
い

す
べ
て
の
人
が
ほ
っ
と
す
る
ま
ち
桶
川

〜「
第
３
次
桶
川
市
障
害
者
計
画
・
第
３

期
桶
川
市
障
害
福
祉
計
画
」を
策
定
し
ま

し
た
〜

子
育
て
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク（
平
成

２４
年
度
版
）が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

『
幼
児
２
人
同
乗
自
転
車
購
入
費

補
助
金
』
に
つ
い
て

育
児
休
業
な
ど
を
取
得
す
る
職
員
の
代

わ
り
に
業
務
を
行
う
、
任
期
付
職
員
の
登

録
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

登
録
試
験
日
▼
７
月
４
日
�

受
付
期
間
▼
６
月
４
日
�
〜
２２
日
�
の

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分
（
土
・

日
曜
日
を
除
く
）

登
録
職
種
▼
一
般
事
務
職
、
保
育
士
職

試
験
内
容
▼
作
文
お
よ
び
面
接

受
験
資
格
▼
高
等
学
校
、
短
期
大
学
ま

た
は
大
学
を
卒
業
し
た
人
で
、
昭
和
３０
年

４
月
２
日
以
降
生
れ
の
人
。

※
申
込
方
法
、
勤
務
条
件
な
ど
の
詳
細
は
、

受
験
案
内
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
受
験
案
内
は
、
６
月
１
日
�
か
ら
総
務

課
（
分
庁
舎
内
）
で
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
�
総
務
課

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
夏
休
み
期
間

中
の
保
育
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

勤
務
場
所
▼
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
（
市

内
各
小
学
校
区
）

勤
務
日
時
▼
７
月
中
旬
〜
８
月
末
日

月
〜
土
曜
日
（
週
５
日
程
度
）

午
前
７
時
３０
分
〜
午
後
７
時
（
シ
フ
ト
制

�
１
日
５
〜
８
時
間
）

年
齢
▼
１８
歳
以
上
（
高
校
生
不
可
）

募
集
人
員
▼
１０
人
程
度

申
込
み
方
法
▼
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

持
参
の
う
え
、
保
育
課
へ
持
参

詳
し
く
は
�
保
育
課

平
成
２４
年
度
か
ら
平
成
２６
年
度
ま
で
の

３
ヵ
年
計
画
と
な
り
ま
す
、
第
３
次
桶
川

市
障
害
者
計
画
・
第
３
期
桶
川
市
障
害
福

祉
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

平
成
１８
年
４
月
か
ら
障
害
者
自
立
支
援

法
が
施
行
さ
れ
、
利
用
者
本
位
の
制
度
に

整
え
て
い
く
た
め
の
改
正
を
行
い
な
が
ら

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
更
に
個

人
の
尊
厳
を
意
識
し
、
障
害
者
施
策
の
一

層
の
推
進
を
図
り
な
が
ら
、「
ノ
ー
マ
ラ

イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
と
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
」
の
理
念
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い

き
ま
す
。

【
計
画
書
の
配
置
】

計
画
書
は
公
共
施
設
な
ど
に
配
置
し
、

閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

問
合
せ
�
障
害
福
祉
課

市
で
は
子
育
て
中
の
方
や
、
こ
れ
か
ら

子
育
て
を
さ
れ
る
方
の
情
報
誌
と
し
て
、

「
子
育
て
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
（
平
成
２４

年
度
版
）」
を
刷
新
し
ま
し
た
。
子
ど
も

に
関
す
る
保
健
、
福
祉
、
保
育
、
医
療
な

ど
を
中
心
に
、
医
療
機
関
や
公
園
な
ど
も

掲
載
し
て
お

り
ま
す
。
子

ど
も
の
成
長

と
と
も
に
読

み
進
め
て
い

く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ

ひ
、
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

設
置
場
所
▼
こ
ど
も
支
援
課
・
分
庁
舎
・

保
健
セ
ン
タ
ー
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
分
室
・
児
童
発

達
支
援
セ
ン
タ
ー
い
ず
み
の
学
園
・
児
童

館
・
公
民
館
・
教
育
委
員
会
・
西
口
連
絡

所
お
よ
び
東
部
連
絡
所

詳
し
く
は
�
こ
ど
も
支
援
課

市
で
は
、
今
年
度
も
引
き
続
き
子
育
て

支
援
の
一
環
と
し
て
、
幼
児
２
人
同
乗
用

（
３
人
乗
り
）
自
転
車
の
購
入
費
に
対
し

て
補
助
金
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

補
助
申
請
の
対
象
▼
�
市
民
で
あ
る
こ

と
�
申
請
時
の
小
学
校
未
就
学
児
２
人
以

上
を
養
育
し
、
か
つ
児
童
と
生
計
を
一
に

し
て
い
る
こ
と
	
市
税
、
保
育
料
お
よ
び

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
負
担
金
に
滞
納
が
な

い
こ
と


市
内
の
自
転
車
販
売
店
で
購
入

し
た
も
の
�
幼
児
２
人
同
乗
用
自
転
車
に

関
す
る
安
全
基
準
に
適
合
し
た
自
転
車
で

あ
る
こ
と
。
※
す
べ
て
が
該
当
す
る
方
へ

補
助
し
ま
す
。ま
た
、自
転
車
に
つ
い
て
は
、

各
販
売
店
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
�
保
育
課
ま
た
は
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー

教育委員会が事務局となり、９月５日�から市内２つの小学校（桶川東小学校・日出谷小学校）の一部を借
りて、「桶川市放課後子ども教室」を始めます。
※桶川東小学校および日出谷小学校の児童へは、学校を通じて別途ご案内します。

「放課後子ども教室」って？

子どもたちの安全・安心な活動拠点（居場所）をつくることを目的として実施するものです。子どもたちが
地域社会の中で心豊かに健やかに育まれるよう、地域の方々の参画を得て、交流活動や様々な体験・学習活動
などを進めます。
利用時間�月～金曜日（平常授業で給食のある日）午後２時４５分～４時３５分（金曜日は午後２時１５分～４時

３５分）
事業内容�地域の方々の指導・協力のもと、交流活動や体験活動（囲碁、折り紙、昔遊びなど）、自主的な

学習活動、スポーツなどの活動を行うことを予定しています。

「放課後児童クラブ」とは趣旨が異なります

「放課後子ども教室」は、全児童を対象に、地域の方々の参画を得て交流活動などを行いながら、放課後の
子どもたちの安全・安心な活動拠点（居場所）を作ることが目的です。
一方、市内全小学校にある「放課後児童クラブ」は、共働き家庭など留守家庭のおおむね１０歳未満の児童を

対象に、生活の場を提供することを目的とします。

地地域域のの方方々々へへののおお願願いい
放課後子ども教室は、地域の方々の参画なしには成り立たない事業です。
そこで、教室に携わるスタッフの方を募集します。「登録カード※別紙」に記入し、生涯学習スポーツ課へ
持参してください。
※登録カードは今月号の広報と同時にお配りします。
申込み・問合せ�生涯学習スポーツ課

桶川市保健 �７８６－１８５５
センター �７８６－００９６

桶川市 �７２８－４１１１
教育委員会 �７２８－７３５３桶川市役所 �７８６－３２１１�７８６－９８６６

9月5日から「桶川市放課後子ども教室」が始まります�

放課後子ども教室イメージ図

教育委員会
（事務局）

運営委員会

（コーディネーター代表者・自治会代表者・学校代表者・PTA代表者・社会教育委員など）

コーディネーター
学校や関係機関との連絡調整、人材確保、人員配置、活動プログラム
の作成、保護者を含めた地域住民への参加の呼びかけなどを行う総合
的な調整役

スタッフ（１教室）

学習アドバイザー
子どもたちの
学習をサポー
トします。

安全管理員
子どもたちの安全管理を図ります。
（子どもの安全確認および確保を行
い、緊急時の避難誘導を行います。）
また、終了後の清掃・施錠の確認
などの業務も行います。

桶川市携帯版公式サイト
http://www.okegawa.lg.jp/mobile

桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp

剣玉やお手
玉などの昔
遊びや様々
な遊び

地域の大人
や異年齢の
子どもとの
交流活動

スポーツや
文化芸術活
動などの体
験活動

協力員
次のような活動
を指導・お手伝
いします。

参加
児童
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第
１８
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
受
章

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

地域包括
支援センター 担当地域

ハートランド
坂田１７２５
�７７７－７０５５

東、西、南、北、寿、神明、
若宮、鴨川、朝日、国道西
側の坂田、国道西側の加納

ルーエハイム
泉１－２－５
�７８９－２１２１

泉、上日出谷、下日出谷、
下日出谷西、川田谷

社会福祉協議会
末広２－８－８
�７２８－２２６５

末広、国道東側の坂田、坂
田東、国道東側の加納、篠
津、五丁台、舎人新田、小
針領家、倉田、赤堀

住
民
票
な
ど
の
交
付
に
係
る

本
人
通
知
制
度
の
お
知
ら
せ

「
本
人
通
知
制
度
」
の
流
れ

市
民
課
で
登
録

�

代
理
人
な
ど
か
ら
の
交
付
請
求

�

登
録
者
へ
通
知

第
４４
回
シ
ラ
コ
バ
ト
賞
の

推
薦
に
つ
い
て

次
の
方
は
、
長
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

詳
し
く
は
�
秘
書
広
報
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
高
齢
者
の

安
心
し
た
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
に
次
の

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

利
用
時
間
▼
月
〜
土
曜
日
（
午
前
８
時

３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分
）
※
日
曜
、
祝
日

お
よ
び
年
末
年
始
を
除
く

○
介
護
予
防
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業

�
介
護
保
険
で
「
要
支
援
１
」
や
「
要
支

援
２
」
と
認
定
さ
れ
た
方
の
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
が
適
切
に
提
供
さ
れ
る
よ
う

ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
を
は
じ
め
サ
ー
ビ
ス

利
用
の
支
援
を
し
ま
す
。

�
要
支
援
や
要
介
護
状
態
に
な
る
可
能
性

の
高
い
方
の
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
相

談
や
支
援
計
画
を
作
成
し
ま
す
。

○
総
合
相
談
・
支
援
事
業

�
高
齢
者
や
そ
の
家
族
の
相
談
を
受
け
、

適
切
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
ま
す
。
相

談
の
内
容
に
よ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
、
制
度

に
関
す
る
情
報
提
供
や
関
係
機
関
へ
の

紹
介
を
し
ま
す
。

○
権
利
擁
護
事
業
・
虐
待
防
止
・
早
期
発

見
�
高
齢
者
の
保
護
や
虐
待
の
防
止
・
早
期

発
見
な
ど
、
高
齢
者
が
い
か
に
「
自
分

ら
し
く
尊
厳
あ
る
生
活
を
送
る
」
こ
と

が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

詳
し
く
は
�
高
齢
介
護
課

住
民
票
の
写
し
な
ど
の
不
正
請
求
や
不

正
取
得
に
よ
る
個
人
の
権
利
侵
害
を
防
ぐ

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
本
人
通
知
制
度
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
住
民
票
の
写
し
な
ど
を

「
あ
な
た
の
代
理
人
や
第
三
者
」
に
交
付

し
た
場
合
に
、
そ
の
交
付
の
事
実
（
交
付

日
、
交
付
し
た
証
明
書
の
種
類
な
ど
）
を

通
知
す
る
も
の
で
、
こ
の
制
度
を
利
用
す

る
場
合
は
、
事
前
の
登
録
が
必
要
で
す
。

事
前
登
録
が
で
き
る
人
▼
市
の
住
民
基

本
台
帳
、
ま
た
は
戸
籍
に
記
録
さ
れ
て
い

る
人
。

登
録
方
法
▼
運
転
免
許
証
な
ど
の
写
真

付
き
本
人
確
認
書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。詳

し
く
は
�
市
民
課
、
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

町
会
・
自
治
会
の加

入
に
つ
い
て

昔
か
ら
、「
遠
く
の
親
戚
よ
り
、
近
く

の
他
人
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

町
会
・
自
治
会
（
区
）
で
は
、
住
み
よ

い
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、
様
々
な
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
町
会
・
自
治
会
へ
ご
加

入
い
た
だ
き
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
思

え
る
地
域
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
？

詳
し
く
は
�
自
治
文
化
課

彩
の
国
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
で
は
、

住
み
よ
い
地
域
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に

長
年
に
わ
た
り
積
極
的
に
実
践
活
動
を
続

け
て
い
る
個
人
や
団
体
な
ど
に
シ
ラ
コ
バ

ト
賞
を
贈
呈
し
、
そ
の
活
動
と
功
績
を
表

彰
し
て
い
ま
す
。
地
道
な
実
践
活
動
を
続

け
て
い
る
方
々
を
ご
推
薦
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
▼
６
月
１
日
�
〜
２２
日
�

対
象
▼
地
域
で
活
動
す
る
個
人
、
団
体

な
ど
で
次
の
活
動
の
継
続
期
間
�
ま
た
は

�
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。
な
お
、
自
己

推
薦
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
活
動
の
継
続
期
間
】

�
常
時
活
動
…
日
常
的
な
活
動
を
８
年
以

上
現
在
ま
で
続
け
て
い
る
こ
と

�
定
期
的
活
動
…
年
次
的
活
動
を
１２
年
以

上
現
在
ま
で
続
け
て
い
る
こ
と

推
薦
方
法
▼
所
定
の
「
シ
ラ
コ
バ
ト

賞
」
推
薦
書
で
推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。
推

薦
者
１
人
に
つ
き
３
件
ま
で
推
薦
可
能
で

す
。
な
お
、「
シ
ラ
コ
バ
ト
賞
」
推
薦
書

は
、
自
治
文
化
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
桶
川
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の

構
成
団
体
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

審
査
・
選
考
▼
桶
川
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
お
よ
び
彩
の
国
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

議
会
で
審
査
・
選
考
し
ま
す
。

詳
し
く
は
�
自
治
文
化
課
（
桶
川
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
事
務
局
）

平成２４年度桶川市
区長会総会開かれる

４月２８日、保健センターに
おいて、平成２４年度桶川市区
長会総会が開催されました。
総会では、平成２３年度事業報
告および決算報告、並びに平
成２４年度の事業計画、予算が
承認されました。
区長の皆さんには、地域の

リーダーとしての活躍が期待
されています。

区 長 会 の 協 力 事 業
時 期 内 容

５月１日～３１日 日赤社資募集運動

５月１日～７月３１日 社協会員募集と会費集金

５月１３日 おけがわ春のふれあいフェスタ

１０月１日～１１月１５日 赤い羽根共同募金

１１月１５日～１２月３１日 歳末たすけあい共同募金

９月１日～２５年３月３１日 地域敬老事業

秋頃 地区別体育祭

平成24年度 桶川市区長 一覧

�会＝会長、�副＝副会長、
�理＝理事、�計＝会計、
�監＝監事

【桶川地区】
地 区 名 氏 名 地 区 名 氏 名

東一丁目 �会 辻本健次郎 パークタウン若宮わかくさ 飯塚 強
東二丁目 �監 花山 四郎 パークタウン若宮あかしや 岩本 浩明
西一丁目 戸井田 明 鴨川一丁目南 伊井 輝之
西二丁目 小� 猛 鴨川一丁目北 岩� 茂
南一丁目 森田 徳男 鴨川二丁目 野口 一男
南二丁目 稲元 良作 朝日一、二丁目 橋本 金明
北一丁目 �計 小島 利彦 朝日三丁目 山� 光則
北二丁目 門脇 宗介 上日出谷東部 岸 近夫
寿一丁目 斉藤文志郎 上日出谷西部 長島 操
寿二丁目 黒須 一夫 上日出谷北部 栗原 宏夫
神明一丁目 門田 一男 下日出谷東部 岸 孝夫
神明二丁目 町田 義男 下日出谷西部 和久津久雄
末広一丁目 野本 信吉 下日出谷北部�理 古畑 登偉
末広二丁目 �理 川村 二郎 東観団地 橋本 鐵也
末広三丁目 片岡 成介 殿山団地 善方 一夫
泉一丁目 �副 廿楽 実 久保団地 佐々木 均
泉二丁目 岡部 正男 日出谷団地 今井 正文
東急ドエル桶川ビレジ 小野原 操 日の出団地 �理 新島 光明
若宮一丁目 橋本 征剛 けやき団地 外立 朝由
若宮二丁目 �理 新井 隆喜

【加納地区】
地 区 名 氏 名

加納東部 本木 利美
加納西部 島田 親雄
加納南部 齋藤 寛
加納北部 大塚 秀夫
坂田東部 秋山 勝
坂田東一丁目 野本 公敬
坂田東二丁目 篠� 和美
坂田東三丁目・宮前西 相場 恒夫
坂田西 斉藤 敏雄
坂田細谷 細谷 良作
坂田堀の内 倉林 詢一
篠津 植野 始
舎人新田 本木 茂
五町台 白根 徳一
小針領家東部 平井 顕治
小針領家西部 井上 正
倉田南部 星野 雄策
倉田北部 �理 関口 俊一
坂田加納団地 戸塚 政人
城跡団地 梅野 慶志
おけがわ団地�副 �橋 眞次
倉田南部団地 赤山 豊次
加納武蔵野台 荒川 久幸

【川田谷地区】
地 区 名 氏 名

樋詰 長島 安雄
薬師堂 山田 友行
松原 田� �三
田向 長谷川啓志
柏原 金子 房男
三ツ木 佐藤 辰雄
狐塚南部 松村 清
狐塚北部 �計 �� 稔
狐塚団地 坂本 正光
岡村 中村 勝義
原 �監 伊藤 薫
前領家 �副 天沼 美明
天沼 北爪 仲夫
市場 新井 宏明
谷津 中村 勇
竹ノ内 豊田 良一

７月７日�は、土曜窓口を臨時閉庁します
毎週土曜日は、証明書などの発行業務を中心に「土曜窓口」として開庁して
いますが、７月７日�は、住民基本台帳法改正に伴うシステム調整作業のため、
本庁舎の土曜窓口は臨時閉庁します。
ご不便をお掛けしますが、ご理解とご協力をお願いします。

７
月
７
日
の
土
曜
窓
口

本

庁

舎

税 務 課

臨 時 閉 庁

収 税 課

市 民 課

障 害 福 祉 課

保 険 年 金 課

こ ど も 支 援 課
（※）７月７日は第１土曜日に当たるため、高齢介護課および環境センターについては、

通常どおり休みとなります。 詳しくは�総務課

瑞宝双光章
消防功労

島田 光一さん

瑞宝双光章
消防功労

松村 清さん

瑞宝単光章
防衛功労

�川 一元さん

桶川市保健 �７８６－１８５５
センター �７８６－００９６

桶川市 �７２８－４１１１
教育委員会 �７２８－７３５３桶川市役所 �７８６－３２１１�７８６－９８６６

桶川市携帯版公式サイト
http://www.okegawa.lg.jp/mobile

桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp

２０１２．６ 1100２０１２．６1111



市 長 の 想 い市 長 の 想 い
就
学
相
談
会
の
お
知
ら
せ

「
桶
川
市
み
ど
り
の
基
金
」
に

寄
附
を
お
寄
せ
く
だ
さ
っ
た
方
々

年
少
扶
養
控
除
の
廃
止
後
の

市
県
民
税
に
つ
い
て

内 容

住民税控除額

廃止後

０円

３３万円

※年齢は平成２３年１２月３１日現在。

廃止前

３３万円��

４５万円��

対 象

年少扶養親族（０歳から１５歳
まで）に対する扶養控除の廃
止

特定扶養親族（１６歳から１８歳
まで）に対する扶養控除の上
乗せ部分の廃止

平
和
へ
の
祈
り
を
込
め
た
鶴
を

折
り
ま
せ
ん
か

～義援金の募集～

日本赤十字社では
「茨城県竜巻災害義援
金」および「栃木県竜
巻災害義援金」の受付
を始めました。
受付期間�

７月３１日（火）まで
受付・問合せ�

社会福祉課

６
月
は
個
人
住
民
税（
普
通
徴
収
）

の
第
１
期
納
期
で
す
。

桶川市マスコット
キャラクター
オケちゃん

納期内のご納付
をお願いします。

障
害
や
発
達
の
遅
れ
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
幼
児
な
ど
の
生
活
や
就
学
に
関
す
る
こ

と
を
中
心
に
、
教
育
上
の
悩
み
や
不
安
が

あ
る
保
護
者
の
た
め
の
相
談
会
を
開
催
し

ま
す
。
相
談
内
容
に
つ
い
て
の
秘
密
は
、

厳
守
し
ま
す
。

対
象
▼
来
年
４
月
就
学
予
定
児
童
の
保

護
者と

き
▼
８
月
１０
日
�

と
こ
ろ
▼
東
公
民
館

そ
の
他
▼
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
相
談
の
時
間
に
つ
い
て
は
、

日
程
調
整
後
、別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す（
相

談
時
間
は
約
４０
分
）。
母
子
手
帳
、
身
体

障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
診
断
書
、
お

子
さ
ん
の
作
品
な
ど
、
参
考
に
な
る
も
の

が
あ
り
ま
し
た
ら
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ
▼
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
６
月
２２
日
�
ま
で
に
学
校

支
援
課
（
〒
３６３
�
０
０
１
２

末
広
２
�

８
�
２９
）
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
※
申

込
書
は
、
教
育
委
員
会
に
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
�
学
校
支
援
課

桶
川
市
で
は
、
市
民
な
ど
と
企
業
、
行

政
が
一
体
と
な
っ
て
緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
に
『
桶
川
市
み
ど
り
の

基
金
』
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

寄
附
を
い
た
だ
い
た
方
は
次
の
と
お
り

で
す
。

桶
川
み
ど
り
の
会
様

み
な
さ
ま
の
緑
化
に
対
す
る
善
意
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

問
合
せ
�
環
境
課

子
ど
も
手
当
（
４
月
か
ら
児
童
手
当
）

の
支
給
や
高
校
授
業
料
の
実
質
無
料
化
に

伴
い
、
所
得
税
は
平
成
２３
年
分
か
ら
、
市

県
民
税
は
平
成
２４
年
度
分
か
ら
年
少
扶
養

控
除
お
よ
び
特
定
扶
養
控
除
の
上
乗
せ
部

分
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
廃
止
部
分

に
該
当
す
る
扶
養
親
族
の
方
が
い
る
場
合
、

前
年
度
と
比
較
し
、
市
県
民
税
額
が
増
額

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
６
月
に

通
知
さ
れ
る
納
税
通
知
書
ま
た
は
給
与
所

得
等
に
係
る
市
民
税
・
県
民
税
特
別
徴
収

税
額
の
決
定
通
知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
�
税
務
課

市
で
は
、
過
去
の
悲
惨
な
戦
争
を
振
り

返
り
、
平
和
へ
の
願
い
を
次
世
代
に
伝
え

て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
５７
年

か
ら
、
毎
年
８
月
６
日
か
ら
１５
日
ま
で
の

期
間
を
「
平
和
を
考
え
る
１０
日
間
」
と
し

て
様
々
な
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
今
年
も

市
民
の
皆
さ
ん
に
折
っ
て
い
た
だ
い
た
千

羽
鶴
を
広
島
市
・
長
崎
市
へ
贈
り
ま
す
。

平
和
へ
の
願
い
を
託
し
、
あ
な
た
も
鶴
を

折
り
ま
せ
ん
か
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

募
集
期
間
▼
６
月
１８
日
�
〜
７
月
１３
日

�
応
募
先
▼
自
治
文
化
課
、
分
庁
舎
、
桶

川
公
民
館
、
加
納
公
民
館
、
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
、
さ
く
ら
フ
レ
ン
ド
、
サ
ン
・
ア

リ
ー
ナ

そ
の
他
▼
折
り
鶴
は
１
本
の
木
綿
糸
に

２５
羽
を
通
し
て
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

折
り
紙
と
見
本
は
応
募
先
に
用
意
し
て

あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
�
自
治
文
化
課

個
人
住
民
税
は
、
住
み
よ
い
県
や
市
町

村
を
つ
く
り
、
み
な
さ
ん
の
生
活
を
豊
か

に
す
る
た
め
の
税
金
で
す
。

個
人
住
民
税
の
納
付
書
（
普
通
徴
収
）

を
お
持
ち
の
方
は
、
７
月
２
日
�
ま
で
に

金
融
機
関
・
郵
便
局
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
・

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
税
を
お
願

い
し
ま
す
。

ま
た
、
市
税
の
納
税
に
は
、
口
座
振
替

が
便
利
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
�
収
税
課

数年前まで６月といえば衣替えの時期ですね、という言葉をよく
耳にしましたが、昨今はクールビズの一環に取り込まれたようで、
季節感がだんだん薄れていくように感じられます。
季節感が薄れたといえば、４月３日に春先にはめったに無いよう

な爆弾低気圧が発生し、強風を伴った大雨とともに竜巻注意情報が
発令され、安心安全課と道路河川課の職員が夜まで待機をする事態
となりました。また、５月３日には記録的な豪雨の影響で玉淀ダム
から大量放水があり、災害復旧工事が完了したばかりの樋詰橋が冠
水し、また流されてしまうのではないかと随分と心配しましたが、
何とか被害は免れ胸を撫で下ろしたところです。さらに連休最終日
の６日、北関東で大規模な竜巻が発生し多くの被害が発生しました
が、市内でも落雷によりお一人がお亡くなりになりました。心より
ご冥福をお祈りいたします。
このように、季節はずれの異常気象が頻繁に続きますと、今年の

夏が非常に心配です。それでなくても、相変わらず地震が頻発し、
新たな活断層が次々に判明している中で、さらに温暖化によってス
ーパーセルと呼ばれる巨大積乱雲による竜巻や落雷の心配もしなく
てはならないとは、本当に日本列島全体が自然に翻弄され続けてい
るようです。
いくら科学や技術が進歩したとしても、自然の前では人間の力は

無力に等しいと言われますが、産業革命以来、人類が輩出した温暖
化ガスや樹木の伐採による砂漠化などが異常気象にまったく関係な
いとは考えられませんので、一層のエネルギーの節約が肝要です。
そのためにも、エネルギーの消費は非常に高くつくということを一
人ひとりが自覚し、極力無駄な消費を避けるよう心がける必要があ
ります。この夏の電力需要も相当厳しいものになりそうですので、
更なる節電を心がけたいものです。
さて、人類の歴史は自然災害の克服と共に、感染症との闘いとい

う側面もございます。特に乳幼児の健やかな成長のためには各種の
予防接種が欠かせません。
桶川市では乳幼児のロタウィルス感染防止の観点からワクチン接

種費用を一回につき７，５００円補助するための費用を６月議会に提案
する予定でございます。
補正予算成立後は４月にさかのぼって補助することができますの

で、詳細につきましては逐次ホームページや広報でお知らせしてま
いります。
今後とも、子育て支援充実のため着実に努力を重ねてまいりたい

と考えておりますので、ご理解賜りますようよろしくお願いいたし
ます。

内閣府は、この期間を「男女共同参画週間」と定め、
法律の目的や理念を深めることを目指し各自治体に
おいてもあらゆる事業が催されています。これを機
会に「男女共同参画」を一緒に考えてみませんか。
【桶川市の取組み】
�市庁舎に啓発用垂れ幕を掲出します。
�パネル展を開催します。
６月２３日（土）～２９日（金）
（月曜休館※２９日（金）は正午まで）
桶川公民館内

�啓発運動を実施。
（桶川駅）

男女共同参画社会とは？

男性も女性もすべての個人が、互いにその人権を尊重
し、喜びも責任も分かち合い、性別にかかわりなくその
個性と能力を十分発揮できる社会

なぜ、男女共同参画社会が必要か？

本格的な人口減少・少子高齢化が到来する中、女性の
能力が重要となります。しかし、「男性は仕事・女性は
家庭」という性別的役割分担意識が根強く残っているこ
とで、女性の活躍を阻んだり、男性が家庭や地域生活を
楽しむことを困難にしています。
また、大事な意思決定の場に女性が加わっていないこ
とも多くみられます。

どうすれば良いの？

「男は仕事・女は家庭」「女だから…」「男だから…」
という意識を解消しましょう。性別にかかわらず「自分
らしさ」が大切です。

詳しくは�人権・男女共同参画課

桶川市保健 �７８６－１８５５
センター �７８６－００９６

桶川市 �７２８－４１１１
教育委員会 �７２８－７３５３桶川市役所 �７８６－３２１１�７８６－９８６６

「「ああななたたががいいるる わわたたししががいいるる 未未来来ががああるる」」
６６月月２２３３日日～～２２９９日日はは

「「男男女女共共同同参参画画週週間間」」でですす。。

対前年
同月比

－１８件

－１人

－２０人

自転車も 安全速度と 気配りを

平成２３年
３月末

１０３件

１人

１２１人

平成２４年
３月末

85件

０人

１０１人

件 数

死 者 数

負傷者数

☆ 交通事故統計 ☆
―桶川市内の人身事故―

（毎年１月からの累計）

桶川市携帯版公式サイト
http://www.okegawa.lg.jp/mobile

桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp

２０１２．６ 1122２０１２．６1133



ホ
タ
ル
観
賞
会

『
ホ
タ
ル
飛
ぶ
ゆ
う
べ
』の
お
知
ら
せ

桶
川
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
２４
年
度
国
家
公
務
員
採
用

�
種
（
税
務
）
試
験
に
つ
い
て

改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
の
全
面

施
行
の
お
知
ら
せ

〜
従
業
員
数
１００
人
以
下
の
企
業
の

事
業
主
、
労
働
者
の
皆
さ
ま
へ
〜

労
働
保
険
の
更
新
手
続
並
び
に

一
般
拠
出
金
の
申
告
・
納
付
に
つ
い
て

市
長
の
所
得
な
ど
の
報
告
書
の
公
開

ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て

〜
カ
ラ
ス
に
よ
る
被
害
を
な
く
そ
う
〜

桶
川
市
教
育
委
員
会

第
６
回
定
例
会

県
立
川
島
ひ
ば
り
が
丘
特
別
支
援
学
校

「
第
１
回
学
校
公
開
の
お
知
ら
せ
」

県
立
上
尾
特
別
支
援
学
校

「
学
校
公
開
の
お
知
ら
せ
」

古
式
銃
砲
お
よ
び
刀
剣
類
の

登
録
審
査
の
お
知
ら
せ

文
化
財
の
説
明
看
板
を

新
設
し
ま
し
た

公
園
内
を
開
放
し
、
自
由
に
見
学
が
で

き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と
き
▼
６
月
２９
日
�
〜
７
月
１
日
�
午

後
７
時
３０
分
〜
９
時
（
雨
天
中
止
）

と
こ
ろ
▼
富
士
見
ホ
タ
ル
親
水
公
園

（
川
田
谷
１
７
６
７
�
１
）

主
催
▼
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
河
川
環
境
基
金
埼

玉
中
央
支
部

後
援
▼
桶
川
市
・
青
木
清
掃
株
式
会
社

※
駐
車
台
数
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

市
内
循
環
バ
ス
（
い
ず
み
の
学
園
前
下
車

２
、
３
分
）
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
�
環
境
課

�
�
花
い
っ
ぱ
い
運
動
�
�

桶
川
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
で
は
安

心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に
あ

た
り
、「
街
を
き
れ
い
に
！
」
を
合
言
葉

に
、
様
々
な
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
の
一
環
と
し
て
花
い
っ
ぱ
い
運

動
に
対
す
る
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
町
会
や
子
ど
も
会
な
ど
の
団

体
が
、
力
を
合
わ
せ
て
地
域
の
公
園
や
広

場
ま
た
は
道
路
の
緑
地
帯
の
花
壇
な
ど
に

花
を
植
え
た
り
、
花
の
種
を
ま
い
て
「
花

い
っ
ぱ
い
運
動
」
を
実
施
し
た
場
合
に
、

補
助
金
を
交
付
す
る
も
の
で
す
。

補
助
対
象
▼
種
・
苗
・
肥
料
・
土
な
ど

（
１
万
円
を
限
度
、
６
団
体
）

今
年
度
事
業
実
施
予
定
団
体
は
事
前
に

電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
締
め
切
り
は
７
月
３１
日
�
で
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
▼
自
治
文
化
課
（
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
事
務
局
）

受
験
資
格
▼
高
卒
見
込
み
の
人
お
よ
び

高
卒
後
３
年
を
経
過
し
て
い
な
い
人

試
験
の
程
度
▼
高
等
学
校
卒
業
程
度

第
１
次
試
験
日
▼
９
月
９
日
�

受
験
申
込
書
請
求
先
▼
最
寄
り
の
税
務

署
（
総
務
課
）、
関
東
信
越
国
税
局
人
事

第
二
課
試
験
係

受
付
期
間
▼
７
月
２
日
�
〜
１０
日
�

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

受
験
申
込
書
提
出
先
▼
人
事
院
関
東
事

務
局

�
７４０
�
２
０
０
６
〜
８

〒
３３０
�
９
７
１
２

さ
い
た
ま
市
中
央

区
新
都
心
１
�
１

詳
し
く
は
�
関
東
信
越
国
税
局

�
６００
�
３
１
１
１
（
内
線
２
０
９
５
）

改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
が
７
月
１
日
か

ら
全
面
施
行
さ
れ
ま
す
。こ
れ
ま
で
猶
予
さ

れ
て
い
た
次
の
制
度
が
適
用
に
な
り
ま
す
。

内
容
▼
�
育
児
短
時
間
勤
務
制
度
（
１

日
６
時
間
）
�
所
定
外
労
働
（
残
業
）
免

除
の
制
度
	
介
護
休
暇
の
制
度

※
就
業
規
則
な
ど
の
改
正
が
必
要
で
す
の

で
、
早
め
に
整
備
し
ま
し
ょ
う
。

※
６
月
２０
日
に
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

参
加
申
込
み
の
う
え
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
内
容
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
合
せ
▼
埼
玉
労
働
局
雇
用

均
等
室
�
６００
�
６
２
１
０

６
月
１
日
〜
７
月
１０
日
は
、
労
働
保
険

の
平
成
２３
年
度
確
定
保
険
料
と
平
成
２４
年

度
概
算
保
険
料
お
よ
び
石
綿
健
康
被
害
救

済
法
の
一
般
拠
出
金
の
申
告
・
納
付
手
続

を
お
こ
な
っ
て
い
た
だ
く
時
期
と
な
り
ま

す
。申

告
書
・
納
付
書
は
、
５
月
末
に
発
送

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト（
申

告
書
な
ど
の
記
入
方
法
の
説
明
書
も
同
封

さ
れ
て
い
ま
す
）
な
ど
の
説
明
に
従
っ
て

作
成
し
、
保
険
料
お
よ
び
一
般
拠
出
金
を

添
え
て
７
月
１０
日
ま
で
に
金
融
機
関
窓
口

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
�
埼
玉
労
働
局
労
働
保
険
徴

収
課
�
６００
�
６
２
０
３

さ
い
た
ま
労
働
基
準
監
督
署

�
６００
�
４
８
０
２

「
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の
市
長
の

資
産
等
の
公
開
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ

い
て
、
報
告
書
を
次
の
と
お
り
公
開
し
て

い
ま
す
。

閲
覧
場
所
▼
情
報
推
進
課
（
本
庁
舎
）

閲
覧
時
間
▼
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５

時
１５
分
（
祝
日
と
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま

で
を
除
く
月
曜
〜
金
曜
日
）

詳
し
く
は
�
秘
書
広
報
課

ご
み
集
積
所
に
お
け
る
カ
ラ
ス
に
よ
る

被
害
の
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。特
に「
生

ご
み
」
は
カ
ラ
ス

に
と
っ
て
栄
養
価

の
高
い
ご
ち
そ
う

で
す
。
ご
み
の
減

量
と
出
し
方
で
、

カ
ラ
ス
の
被
害
を

減
ら
す
よ
う
、
次

の
点
を
心
掛
け
て

く
だ
さ
い
。



ご
み
は
き
ち
ん
と
分
別
し
、
決
め
ら
れ

た
日
に
決
め
ら
れ
た
も
の
を
収
集
日
の

午
前
８
時
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
前
日
の
夜
に
出
す
こ
と
が
な
い
よ
う

徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。）



ご
み
袋
は
口
を
き
ち
ん
と
し
ば
っ
て

（
防
鳥
ネ
ッ
ト
が
あ
る
場
合
に
防
鳥
ネ

ッ
ト
の
中
に
）
出
し
て
く
だ
さ
い
。



生
ご
み
を
出
す
際
は
、よ
く�
水
切
り
�

を
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。



カ
ラ
ス
は
目
が
よ
い
た
め
、
生
ご
み
は

見
え
な
い
よ
う
に
、
袋
の
奥
に
い
れ
る

か
、
新
聞
紙
な
ど
で
包
む
な
ど
心
掛
け

て
く
だ
さ
い
。



食
べ
残
し
を
出
さ
な
い
よ
う
、
料
理
を

工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
�
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

�
７２８
�
１
９
０
２

と
き
▼
６
月
１９
日
�
午
後
２
時

と
こ
ろ
▼
地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー
会

議
室
１
・
２

教
育
委
員
会
定
例
会
を
傍
聴
ご
希
望
の

方
は
、
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

次
回
の
教
育
委
員
会
は
、
７
月
１９
日


を

予
定
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
�
教
育
総
務
課

と
き
▼
６
月
２７
日
�
午
前
９
時
１０
分
〜

正
午と

こ
ろ
▼
県
立
川
島
ひ
ば
り
が
丘
特
別

支
援
学
校

（
川
島
町
大
字
伊
草
字
南
向
野
７
８
０
）

内
容
▼
学
校
概
要
説
明
・
授
業
参
観
・

施
設
見
学
な
ど

申
込
み
・
問
合
せ
�
川
島
ひ
ば
り
が
丘

特
別
支
援
学
校
�
０４９
�
２９７
�
７
７
５
３

と
き
▼
６
月
１９
日
�
午
前
９
時
３０
分
〜

正
午と

こ
ろ
▼
県
立
上
尾
特
別
支
援
学
校

（
上
尾
市
東
町
３
�
２
０
０
９
�
３
）

内
容
▼
学
校
概
要
説
明
、
授
業
見
学
、

質
疑
応
答
な
ど

申
込
方
法
▼
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
�
氏
名

�
連
絡
先
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
�
上
尾
特
別
支
援
学
校

�
７７４
�
９
３
３
１

�
７７０
�
１
０
５
０

H
P
http

://w
w
w
.ageo-sh.spec.ed.jp/

古
式
銃
砲
や
刀
剣
類
を
所
有
し
て
い
る

方
で
登
録
証
の
な
い
方
、
新
た
に
発
見
し

た
方
は
、
最
寄
り
の
警
察
署
に
発
見
の
届

出
を
済
ま
せ
た
う
え
で
、
県
の
登
録
審
査

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

と
き
▼
�
７
月
５
日


、
�
９
月
１３
日



、
	
１１
月
８
日


、
�
平
成
２５
年
１
月

８
日
�
、
�
３
月
６
日
�

と
こ
ろ
▼
県
庁
第
３
庁
舎
講
堂

（
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
３
�
１５
�
１
）

受
付
時
間
▼
午
前
１０
時
〜
１１
時
４５
分
、

午
後
１
時
〜
３
時

対
象
地
域
▼
県
内
全
域

持
ち
物
▼
�
登
録
を
希
望
す
る
古
式
銃

砲
ま
た
は
刀
剣
類

�
刀
剣
類
（
古
式
銃
）
発
見
届
出
済
証

お
よ
び
銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
通
知
書

	
登
録
な
ど
に
係
わ
る
審
査
手
数
料
と

し
て
、
１
件
に
つ
き
６,

３
０
０
円
の
埼

玉
県
収
入
証
紙
（
市
役
所
、
埼
玉
り
そ
な

銀
行
、
県
庁
本
庁
舎
並
び
に
第
２
庁
舎
地

下
販
売
店
で
購
入
で
き
ま
す
）

詳
し
く
は
�
埼
玉
県
生
涯
学
習
文
化
財

課
�
８３０
�
６
９
８
６

市
内
各
所
に
所
在
す
る
文
化
財
を
よ
り

多
く
の
皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

文
化
財
の
説
明
看
板
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

平
成
２３
年
度
は
、
３
件
の
指
定
文
化
財

に
つ
い
て
新
し
く
説
明
看
板
を
設
置
し
ま

し
た
。

【
新
た
に
設
置
し
た
場
所
】


「
泉
福
寺
の
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
」

（
国
指
定
重
要
文
化
財
）
川
田
谷
２
０

１
２

泉
福
寺
境
内


「
諏
訪
神
社
本
殿
」（
市
指
定
文
化
財
）川

田
谷
６
７
１
０
�
１

諏
訪
神
社
境
内


「
高
井
遺
跡
住
居
跡
」（
市
指
定
文
化
財
）

下
日
出
谷
８３６
�
１

桶
川
西
小
学
校
内

※
プ
ー
ル
脇
、
校
外
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。問

合
せ
�
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

桶川市保健 �７８６－１８５５
センター �７８６－００９６

桶川市 �７２８－４１１１
教育委員会 �７２８－７３５３桶川市役所 �７８６－３２１１�７８６－９８６６

桶川市携帯版公式サイト
http://www.okegawa.lg.jp/mobile

桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp
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桶
川
市
立
小
学
校
理
科
支
援
員

募
集
【
新
規
】

労
働
相
談
・
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

行
政
書
士
に
よ
る

街
頭
無
料
相
談
会
の
お
知
ら
せ

主
な
勤
務
内
容
▼
小
学
校
５
・
６
年
生

の
理
科
授
業
で
の
観
察
・
実
験
の
支
援
や

補
助
な
ど

応
募
資
格
▼
理
科
に
関
す
る
知
識
や
技

能
を
あ
る
程
度
有
し
て
い
る
こ
と
が
望
ま

し
い
が
、
教
員
免
許
状
は
特
に
必
要
と
し

ま
せ
ん
。

募
集
人
数
▼
２
人

勤
務
場
所
▼
市
内
の
小
学
校

【
勤
務
日
お
よ
び
勤
務
時
間
】

２
学
期
の
授
業
日
の
内
、
週
３
日
程
度

一
日
の
勤
務
時
間
は
原
則
と
し
て
４
時
間

募
集
期
間
▼
６
月
７
日
�
〜
２２
日
�

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

応
募
方
法
▼
履
歴
書
を
直
接
、
学
校
支

援
課
へ
提
出

※
教
員
免
許
状
を
お
持
ち
の
方
は
、
そ
の

写
し
も
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
�
学
校
支
援
課

県
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
労
働
に

関
す
る
問
題
や
職
場
の
人
間
関
係
な
ど
で

お
困
り
の
勤
労
者
や
経
営
者
か
ら
の
相
談

を
無
料
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

�
解
雇
、
賃
金
不
払
い
な
ど
の
労
使
間
ト

ラ
ブ
ル
に
関
す
る
相
談

電
話
相
談
▼

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
相
談
時
間
）

面
接
相
談
▼
（
予
約
不
要
）

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
受
付
は
午
後

４
時
ま
で
）

�
働
く
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
相
談

毎
週
水
曜
日
�
午
後
１
時
３０
分
か
ら

�
午
後
３
時
か
ら
（
い
ず
れ
も
お
お
む

ね
１
時
間
）

※
前
日
の
午
前
中
ま
で
に
要
予
約

相
談
員
▼
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

場
所
▼
県
庁
第
２
庁
舎
１
階
（
さ
い
た

ま
市
浦
和
区
高
砂
３
�
１５
�
１

浦
和
駅

西
口
下
車
）

相
談
・
予
約
・
問
合
せ
�
埼
玉
県
労
働

相
談
セ
ン
タ
ー
�
８３０
�
４
５
２
２

相
続
・
遺
言
・
内
容
証
明
・
契
約
書
・

交
通
事
故
・
成
年
後
見
な
ど
に
つ
い
て
、

街
の
身
近
な
法
律
家
（
行
政
書
士
）
が
無

料
で
相
談
を
行
い
ま
す
。

と
き
▼
６
月
９
日
�
午
前
１０
時
〜
午
後

４
時と

こ
ろ
▼
桶
川
駅
自
由
通
路

申
込
み
▼
予
約
不
要

詳
し
く
は
�
埼
玉
県
行
政
書
士
会
上
尾

支
部
�
７７６
�
３
３
６
７

６月 の無料相談 ●桶川市役所／�７８６－３２１１�７８６－９８６６
●教育委員会／�７２８－４１１１�７２８－７３５３ ●社会福祉協議会／�７２８－２２２１�７２８－２３１３

相 談 相談員 相 談 内 容 と き と こ ろ 問 合 せ

法律相談（予約制） 弁 護 士 相隣、金銭・賃貸借、離婚・相続などの法
律全般についての相談

５日�・８日�・１３日�・２１日�・
２５日�・７月６日�・１０日�・１８
日�・２６日� １４：００～１７：００

市役所相談室

秘書広報課

司法書士法律相談（予約制） 司法書士 相続、遺言、名義変更、会社設立登記、成
年後見、少額民事訴訟（債務整理）等の相談

１４日� ＊次回は７月１２日�
１３：００～１６：００ 市役所相談室

事業とくらしの相談 行政書士 成年後見制度、相続、各種契約書、内容証
明、会社設立などの手続きの相談

１日� ＊次回は７月２日�
１３：００～１６：００ 市役所相談室

不動産相談（予約制） 宅地建物取引
主 任 者

不動産の売買、賃貸借契約等についての相
談 ２７日� １３：００～１６：００ 市役所相談室

住 宅 相 談 建設団体
の相談員

住宅の新築、増改築、修繕、工事、耐震な
どの相談 １６日	 ９：００～１２：００ 市役所第３会議室

電話でも可 �７８６－３２１１

行 政 相 談 行政相談
委 員

国や県、公団・公社等への要望や苦情につ
いての相談

１日� ＊次回は７月６日�
１０：００～１２：００ 市役所相談室

多 重 債 務 相 談 市 役 所
職 員

消費者金融等からの借金返済などに困って
いる方の相談 随時 市役所相談室

直通�７８６－３４５０

暴力団被害相談（予約制） 上尾警察署
職 員

暴力団により被害を受けたり、困っている
ことについての相談 随時 市役所相談室 安心安全課

女性相談（予約制） 県外の専門
カウンセラー 女性のためのなんでも相談

４日�１０：００～１６：００ アソシエ（さくらフレンド内）

人権・男女共同
参画課

１８日�１６：００～２０：００ 市役所相談室

人 権 相 談 人権擁護
委 員

悩みごと・相続・離婚問題・子どものいじ
めなどの日常生活でお困りのことの相談

１日� ９：００～１２：００ 地域福祉活動センター３階
川田谷生涯学習センター２階

１２日� ９：００～１２：００ 地域福祉活動センター３階

内 職 相 談 市 役 所
職 員 内職に関する相談・案内 毎週水曜日・金曜日（祝日を除く）

１０：００～１５：００
勤労福祉会館
直通�７７３－１１２１（水・金曜日） 産業観光課

消 費 生 活 相 談 消費生活
相 談 員

消費者トラブルや苦情など、消費生活全般
についての相談

毎週月・火・木・金（祝日を除く）
１０：００～１５：３０
（１２：００～１３：００を除く）

市役所南庁舎２階
電話でも可 �７８６－３２１１ 自治文化課

こどもと家庭なんでも相談 専 門
相 談 員

子どもたち自身や親からの、家庭・幼稚園・
学校などでの悩みや子育ての相談

毎週火曜日・木曜日（祝日を除く）
１０：００～１６：００

子育て支援センター
電話でも可 直通�７７７－７７０８ こども支援課

こどものことばや運動面 専 門
相 談 員 未就学児の発達についての相談 事前に電話で申し込み、日程調

整して決定
児童発達支援センター分室
�７８７－５５６２

児童発達支援セ
ンター分室

教 育 相 談 専 門
相 談 員

子どもの教育やしつけについての悩みごと
相談

毎週月～金曜日（祝日を除く）
９：００～１７：００

桶川市教育相談所
直通�７８６－３２３７

教育委員会学校
支援課

心 配 ご と 相 談 民生委員 さまざまな心配ごとの相談 毎週土曜日（祝日を除く）
１３：００～１５：００

地域福祉活動センター
直通�７２８－２３６９

社会福祉協議会
結 婚 相 談 民生委員 結婚を望む方の相談 毎週土曜日（祝日を除く）

１３：００～１５：００ 地域福祉活動センター

内 容

診察、身体計測、育児相談、離乳食相談・
試食、絵本コーナー
持ち物母子健康手帳・健診票
保健師による身体観察、身体計測、育児相
談、栄養士による離乳食相談
※対象児は、７か月児と１０か月児です。高
崎線を挟んで、西側は保健センター・東
側は母子健康センターで行います。その
他、電話にてご相談ください。

持ち物母子健康手帳
内科・歯科診察・歯科指導、身体計測、親子
遊び、育児・幼児食相談、発達・心理相談
持ち物母子健康手帳・問診票
内科・歯科診察、身体計測、育児・幼児食
相談、発達・心理相談
持ち物母子健康手帳・問診票
１歳６か月児健診終了児、６か月ごとに塗
布します。
持ち物母子健康手帳
問合せ�口腔保健センター�０４８－５９６－０２７５

定員

２５人

２５人

９組

なし

２５人

注１）母子健康相談については、実施日の１週間前までに電話でお申し込みください。また、効果的に参加していた
だくため、対象となる乳児以外の小さなお子様を連れての参加はご遠慮ください。

注２）母子健康相談の対象となる乳幼児用のおむつ、調乳用のお湯などは、各自でご持参ください。

対象者および内容

対象成人
内容血圧測定、体重・体脂肪測定、
バランスの良い食事のとり方
などの相談

※気軽にお立ち寄りください！

対象者および内容

妊娠１６～２８週の妊婦（夫も可）
簡単クッキング、妊娠中の食事や過
ごし方などについて、その他交流会
持ち物母子健康手帳、エプロン、三角

きん、ふきん、筆記用具
妊娠２０～３１週の妊婦（夫も可）
安産体操や出産のこと、その他交流会
持ち物母子健康手帳、筆記用具
妊娠２４～３６週の妊婦と夫
（祖父母になられる方歓迎）
赤ちゃんのお風呂の入れ方、保育について
持ち物母子健康手帳、筆記用具

２～６か月児の保護者
ママたちの仲間づくり、交流の場と
してご利用ください。

６～９か月児の保護者
歯の話と離乳食について
※妊婦の方も参加できます。
持ち物母子健康手帳

受付時間

９：３０～１１：００

受付時間

１３：１５～１４：１０

９：３０～１０：３０

１３：１５～１４：１０

１３：１５～１４：１０

１回目
１３：３０～１４：００
２回目以降
１４：００～１４：３０

受付時間

１０：１５～１０：３０

１３：１５～１３：３０

９：４５～１０：
００

開催時間
１０：００～１２：００

１３：１５～１３：３０

ところ

保健センター

ところ

保健
センター

保健
センター

母子健康
センター

母子健康
センター

保健
センター

保健
センター

ところ

保健
センター

保健
センター

保健
センター

保健
センター

と き

６月１２日�

と き

６月８日�

６月１１日�
７月９日�

６月５日�
７月３日�

６月２７日�

６月１５日�

７月２日�
７月３０日�

と き

６月１４日�

６月１８日�

６月９日	

６月７日�
７月５日�

７月１２日�

種 別

４か月児健診

７か月児・
１０か月児相談

１歳６か月児健診
（個別通知あり）

３歳３か月児健診
（個別通知あり）

フッ素塗布

種 別

マタニティ
クラス
《要予約》

パパママ体験
クラス
《要予約》

赤ちゃん
サロン

ベビーもぐもぐクラス
（ママ準備クラス）
《要予約》

種 別

ちょっと
気軽に

お立ち寄り
健康相談

こどもの
健康診査

母子健康
相 談
（要予約）

おとなの
健康相談

桶川市携帯版公式サイト
http://www.okegawa.lg.jp/mobile

桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp
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